
 

朝夕は涼しい風が吹くようになり、秋の気配を感じられる季節となってきました。さて、本校で

は、感染状況を見ながら徐々に緩和策を進めてきましたが、９月からはピッピサークルによる読み

聞かせやバスを利用しての校外学習を開始するなど、安全対策をとりながら活動の場を広げていま

す。感染症への対応の長期化が想定される中、「学びを止めない」をキーワードに、今後も対策を

継続しつつ、子供たちの健やかな学びを保障する取組をさらに進めていきたいと考えています。 

 

＜２年 校外学習＞ 

秋晴れの中、２年生は校区にある３つの公園を巡り、それぞれ

の「じまんポイント」を見付ける、町たんけんを行いました。２

回目のこの日は、道の駅・新湊博物館横にある公園と天然温泉海

王の足湯へ行ってきました。 

子供たちは、他の公園にはない日時計や遊具に関心を示してい

ました。１坪や１畳、１ｍ等の単位を体感できる工夫もあり、子

供たちは知的好奇心を高めていました。 

足湯には、先客があり、子供

たちは邪魔にならないように順番に足湯を体験しました。１分足

らずの短い時間でしたが、「足の疲れがとれる」との感想を話す

子供がいた一方、「今度、家族と一緒にゆっくり来たいな」との

声も聞かれました。 

地域のそれぞれの公園は、友達と一緒に歩いて行ったことで魅

力が増し、子供たちの記憶に残ったことでしょう。 

＜３年 校外学習＞ 

３年生は、１学期に社会科で学習した射水市内の土地の使わ

れ方や交通の様子、特色ある公共施設などを実際に自分の目で

確かめる市内巡りに行ってきました。 

下村加茂神社では、野上宮司さんに年中行事やそれに使う衣

装や道具などについて説明してもらいました。子供たちは、「や

んさんま」で使う弓の長さに驚いたり、本殿に飾ってある大き

な提灯や絵馬などについて質問したりしていました。 

作道校区にある新湊博物館へも行きました。地域の偉人であ

る石黒信由についてのアニメを視聴後、実際に作成された絵図

を見て回り、その正確さに驚いていました。また、昔の射水平

野のジオラマの前では、道の代わりに水路が走り、車の代わり

に船が使われていた当時の水郷での稲作の様子を不思議そう

に眺めていました。自分たちが知っている現在との様子からは

想像もつかなかったことだったのでしょう。 

午後からは、海王丸や内川など、学校の北部も巡り、射水市

の魅力を存分に味わった一日となりました。 
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      「ミニ運動会」の参観縮小について 

 ２学期に延期しました運動会ですが、今年度は、１０月１７日（土）に児童会主催の「ミニ運

動会」として実施します。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、午前中のみ、PTA によるバ

ザー中止、正門での受付・消毒、マスク着用など、感染症対策をとりながらの実施となります。

参観もできるだけ一家族２名以内となるようお願いしています。どうぞ、ご理解とご協力をお願

いいたします。  

      「感謝集会」の開催中止について 

 例年でしたら１１月に、学習活動等でお世話になった地域の方々を招待して開催しておりまし

た「感謝集会」ですが、今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とさせていた

だきます。本校では、今年度当初から現時点まで、屋内で全校児童が一堂に会する集会等は見合

わせており、これは今後も継続の必要があると考えております。大変残念ではありますが、ご理

解いただきますようお願いいたします。  

＜１年～４年 読み聞かせ＞ 

 ピッピサークルによる読み聞かせもようやく始まりました。

これまでのように、読み手の周りに集まって聞くことはできま

せんが、子供たちは真剣にお話に耳を傾けていました。今後は

遠くて絵本が見えない場合もあるかもしれませんが、「頭の中

で人物を動かす想像力を育む好機」と前向きに捉えていきたい

と思います。 

＜４年～６年 クラブ活動＞ 

 １学期は内容を変更しながら実施していたクラブもあり

ましたが、２学期からは本格実施に移行しました。中でも茶

道クラブでは、外部講師による指導も開始しました。例年よ

りも人数を制限したり、机上でのお手前に変更したりなど、

感染予防対策を十分にとりながらの実施を工夫しています。

クラブ活動は、子供たちが楽しみにしている活動の一つです

ので、今後も充実させていきたいと考えています。 

  
 全国育樹祭行事の一環として、緑の少年団の相互研さんを目的に全国の優れた緑の少

年団の中から、「日々優れた活動を行い、かつ今後の活動の充実が期待できると認めら

れた緑の少年団」に送られる賞だとのことです。（主催：国土緑化推進機構）学校花壇

の育成・管理をはじめ、「たのし実の森」での樹木観察・調査、学校周辺の用水路等の

水生生物調査、学校ビオトープでの「ミズアオイ」等の育成・管理などの活動が認めら

れての受賞となりました。例年でしたら「緑の少年団交流大会 in 北海道」に招待され

ての表彰となるところ、今年度は開催が見送られま 

した。このため、とやま緑化推進機構から髙木茂雄 

理事長の他、県市の担当者を本校にお招きしての表 

彰状等の伝達交付となりました。 

長年にわたり地域の皆様に支えられてきたからこ 

その受賞だと喜んでおります。改めて地域の皆様に 

感謝申し上げます。 


